
㈱空・道・港が運営する
「空の駅オーチャード」（左の建物）

問
㈱
空
・
道
・
港
は
観
光

振
興
を
図
る
目
的
で
、
㈱
八

天
堂
、
㈱
住
創
、
テ
ク
ノ
ス

三
原
㈱
、
㈱
阪
井
養
魚
場
、

㈱
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
５
社
で
設
立

さ
れ
、
本
年
で
３
年
目
と
な

る
。
本
市
は
４
年
間
で
約
５

億
円
の
補
助
金
を
交
付
す
る

が
、
２
年
間
の
決
算
を
見
る

と
売
り
上
げ
は
補
助
金
の
わ

ず
か
半
分
し
か
な
く
、
事
業

開
始
前
の
収
支
見
込
み
と
は

大
幅
に
食
い
違
う
。
事
業
費

に
対
す
る
補
助
率
は
一
年
目

が
63
％
、
２
年
目
が
54
％
と

高
率
で
あ
る
。
年
額
１
億
円

超
の
補
助
金
額
の
、
公
益

性
、
公
平
性
、
妥
当
性
の
検

証
は
ど
う
か
。
さ
ら
に
事
業

計
画
と
補
助
金
を
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
事
業
内
容
は
経
済
波
及

効
果
や
地
域
の
活
性
化
を
目

的
と
し
て
お
り
、
公
益
性
が

あ
る
。
ま
た
補
助
金
の
交
付

期
間
は
４
年
間
の
み
を
予
定

し
て
お
り
公
平
性
に
留
意
し

て
い
る
。
事
業
開
始
の
令
和

２
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
未
執
行
の
事
業
が

あ
っ
た
た
め
補
助
の
割
合
が

高
く
な
っ
た
が
妥
当
と
考
え

て
い
る
。

　

本
市
の
重
要
な
観
光
施
策

で
あ
り
、
補
助
金
の
見
直
し

は
考
え
て
い
な
い
。

二
酸
化
炭
素
削
減
へ

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

問
２
１
０
０
年
の
広
島
の

最
高
気
温
は
42
・
３
度
と
の

予
測
も
出
て
お
り
、
本
市
の

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
」
は
評
価
す
る
が
、
早
急

に
二
酸
化
炭
素
の
削
減
目
標

達
成
へ
の
実
行
計
画
を
立

て
、
産
業
部
門
で
の
削
減

や
、
公
共
施
設
に
お
け
る
太

陽
光
発
電
設
備
設
置
や
ゼ
ブ

化
※
を
加
速
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
そ
の
た
め
に
専
門
家

の
知
見
や
、
新
た
な
部
署
の

設
置
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
実
行
計
画
は
専
門
的
知

見
を
持
つ
外
部
に
委
託
し
、

庁
内
関
係
部
署
が
連
携
し
て

策
定
す
る
。
現
在
、
新
築
の

建
物
で
ゼ
ブ
化
の
認
定
を
受

け
た
施
設
は
な
い
が
タ
イ
ミ

ン
グ
に
合
わ
せ
て
対
応
す

る
。
太
陽
光
設
備
に
つ
い
て

は
設
置
可
能
な
公
共
施
設
の

絞
り
込
み
か
ら
検
討
し
て
い

く
。
産
業
部
門
の
排
出
抑
制

で
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
、

有
効
な
対
策
を
検
討
し
、
目

標
達
成
に
取
り
組
む
。

■
こ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

● 

高
齢
世
帯
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
市
の
助
成
制
度
を

● 

国
保
の
コ
ロ
ナ
傷
病
手
当

金
を
事
業
主
に
も
支
給
を

㈱
空
・
道
・
港
へ
の
補
助
金
５
億
円

は
見
直
す
べ
き

寺て
ら

田だ 

元も
と

子こ 

議
員

常
任
委
員
会
の
政
策
提
言

　

本
市
に
お
い
て
も
人
口
減

少
は
加
速
し
て
お
り
、
平
成

24
年
３
月
に
10
万
人
を
超
え

て
い
た
人
口
も
令
和
４
年
２

月
に
は
９
万
人
を
割
り
込
ん

で
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

国
内
全
体
の
人
口
が
減
少

し
て
い
る
中
、
今
後
も
同
様

の
傾
向
は
続
く
と
見
込
ま
れ

る
が
、
そ
の
う
ち
比
較
的
、

短
期
間
に
効
果
を
出
す
こ
と

の
で
き
る
社
会
減
の
抑
制

策
、
す
な
わ
ち
人
口
を
獲
得

す
る
施
策
に
早
期
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
次

の
政
策
を
提
言
す
る
。

❶ 

人
口
獲
得
を
目
指
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

　

移
住
・
定
住
に
関
連
す
る

施
策
を
実
行
し
て
い
る
部
署

間
で
綿
密
な
連
携
を
図
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
庁
内

に
設
置
す
る
こ
と
。

❷ 

Ｕ
タ
ー
ン
移
住
を
促
す
近

居
促
進
施
策
の
実
施

　

両
親
や
子
ど
も
が
本
市
に

在
住
し
て
い
る
こ
と
を
条
件

に
、
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
場
合
に

住
宅
の
購
入
費
や
転
居
に
係

る
費
用
な
ど
を
対
象
に
助
成

を
す
る
こ
と
。

❸ 

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

Ｉ
タ
ー
ン
移
住
の
促
進

　

中
心
市
街
地
や
里
山
、
海

辺
や
離
島
な
ど
、
地
域
を
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
や
特
徴
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
冊
子
な
ど
で
分
か

り
や
す
く
伝
達
す
る
こ
と
。

❹ 

移
住
・
定
住
者
の
受
入
専

用
窓
口
の
充
実

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
し

て
の
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

の
整
備
や
移
住
者
が
集
え
る

サ
ロ
ン
の
併
設
な
ど
、
移
住

検
討
者
や
移
住
者
を
丁
寧
に

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
き
る
体

制
を
整
え
る
こ
と
。

❺ 

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
内
の
住

ま
い
情
報
の
拡
充

　
「
す
ん
で
み
は
ら
。」
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
住
ま
い
の

情
報
を
表
示
す
る
な
ど
、
移

住
検
討
者
に
分
か
り
や
す
い

構
成
に
変
更
す
る
こ
と
。

❻ 

双
方
向
の
情
報
共
有
を
意

識
し
た
情
報
発
信

　

補
助
制
度
や
支
援
策
、
本

市
の
優
位
性
な
ど
の
有
益
な

情
報
を
、
狙
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
様
々
な
方
法
を
活
用
し

て
的
確
に
提
供
し
、
移
住
相

談
や
希
望
の
声
に
寄
り
添
う

仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

❼ 

優
位
性
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
性

を
意
識
し
た
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
情
報
発
信

　

専
用
サ
イ
ト
等
で
本
市
の

優
位
性
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を

意
識
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
。

総
務
財
務
委
員
会

　

９
月
定
例
会
で
は
、
３
つ
の
各
常
任
委
員
会
が
１
年
半
に
わ
た
り
議
論
を
重
ね
、
と
り
ま

と
め
た
「
政
策
提
言
」
を
議
会
と
し
て
決
議
し
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
取
り
組
む
テ
ー
マ
を
し
ぼ
り
こ
み
、
市
の
現
状
や
課
題
を
明
確
に

し
、
解
決
の
た
め
の
方
向
性
を
見
出
し
、
実
現
の
可
能
性
が
あ
る
政
策
と
し
て
ま
と
め
あ
げ

ま
し
た
。

　

決
議
し
た
「
政
策
提
言
」は
、市
長
へ
提
出
し
、今
後
、市
側
が
実
施
の
可
否
を
検
討
し
ま
す
。

移
住
・
定
住
の
促
進
に

向
け
た
人
口
獲
得

※
ゼ
ブ
化
と
は
…

　

建
物
を
省
エ
ネ
や
太
陽
光
発
電
な
ど

の
再
エ
ネ
で
補
う
構
造
と
す
る
こ
と
。
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市長へ政策提言を手交
　10月11日、市議会代表として議長が市長に
対し、取りまとめた政策を手渡し、その実現を
要請しました。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成

30
年
7
月
に
豪
雨
災
害
が
発

生
す
る
な
ど
、
気
候
変
動
に

よ
る
リ
ス
ク
の
高
ま
り
を
感

じ
て
い
る
。

　

気
候
変
動
に
よ
る
問
題
に

対
処
す
る
た
め
に
は
、
脱
炭

素
社
会
や
循
環
型
社
会
へ
の

移
行
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
ご
み
の
焼
却
量
を
削
減

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

本
市
の
ご
み
の
排
出
を
め

ぐ
っ
て
は
、
ご
み
の
総
排
出

量
が
県
内
自
治
体
平
均
よ
り

も
多
い
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
ご
み
の
発
生
抑
制
や
再

資
源
化
に
今
か
ら
積
極
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
ご
み
の
減
量
化
を
推

進
す
る
た
め
、
次
の
政
策
を

提
言
す
る
。

❶ 

多
様
な
ツ
ー
ル
を
活
用
し

た
広
報
と
啓
発

　

多
様
な
ツ
ー
ル
を
活
用

し
、
ご
み
の
減
量
化
の
必
要

性
や
個
々
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
減
量
化
の
方
法
等

の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、

広
報・啓
発
に
努
め
る
こ
と
。

❷ 

古
紙
の
行
政
収
集
導
入

　

紙
類
が
資
源
化
ご
み
と
し

て
適
切
に
分
別
、
排
出
さ
れ

る
よ
う
古
紙
の
行
政
収
集
を

新
た
に
導
入
す
る
こ
と
。
集

団
回
収
事
業
の
支
援
に
加
え

て
、
行
政
収
集
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
紙
類
の
再
資
源
化

を
促
し
、
焼
却
処
分
さ
れ
る

紙
類
の
減
量
化
に
取
り
組
む

こ
と
。

❸ 

ご
み
減
量
優
良
事
業
者
等

表
彰
制
度
の
創
設

　

ご
み
の
減
量
化
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る

事
業
者
や
町
内
会
等
の
団
体

の
功
績
を
た
た
え
、
認
定
・

表
彰
す
る
制
度
を
創
設
し
、

活
動
意
欲
の
増
進
を
図
る
こ

と
。

　

全
国
で
離
農
者
の
増
加
や

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
深

刻
と
な
っ
て
お
り
、
持
続
可

能
な
農
業
を
実
現
す
る
に

は
、
新
規
就
農
を
促
進
す
る

取
組
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
市
の
新
規
就
農
者
数
は

徐
々
に
増
え
て
い
る
が
、
農

業
の
経
営
環
境
は
厳
し
く
、

新
規
就
農
者
の
生
活
を
安
定

さ
せ
、
定
着
を
図
る
に
は
、

本
市
の
新
規

就
農
者
支
援

の
中
核
を
担

う
施
設
で
あ

る
「
全
農

チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ァ
ー
ム
」

に
お
い
て
、

新
規
就
農
時

に
必
要
な
初

期
費
用
の
負

担
軽
減
に
つ

な
が
る
支
援

体
制
を
構
築

す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
、

次
の
政
策
を

提
言
す
る
。

❶ 

実
地
研
修
で
使
用
す
る
農

地
・
施
設
を
継
続
利
用
で

き
る
仕
組
み
の
構
築

　

１
年
目
の
基
礎
研
修
と
並

行
し
て
、
研
修
の
実
施
主
体

で
あ
る
全
農
ひ
ろ
し
ま
が
農

地
の
確
保
と
整
備
を
行
い
、

Ｊ
Ａ
が
施
設
の
建
設
を
担

う
。
こ
の
農
地
と
施
設
を
全

農
ひ
ろ
し
ま
の
管
理
の
下
、

２
年
目
の
実
地
研
修
で
使
用

し
、
就
農
時
に
継
続
し
て
使

用
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
就
農
時
の
負
荷

を
減
じ
る
こ
と
。

❷ 

新
規
就
農
時
の
農
地
や
施

設
を
賃
貸
借
で
き
る
仕
組

　

土
地
は
中
間
管
理
機
構
、

施
設
は
Ｊ
Ａ
に
管
理
を
移
管

し
て
大
家
と
い
う
形
で
運
営

を
行
い
、
就
農
者
は
農
地
・

施
設
の
賃
料
を
支
払
う
こ
と

に
よ
り
、
離
農
し
た
場
合
で

も
、
就
農
者
に
負
債
が
残
ら

な
い
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
。

❸ 

新
規
就
農
時
に
必
要
な
施

設
の
建
設
費
用
に
係
る
補

助
制
度
の
導
入

　

新
規
就
農
者
に
限
定
し
た

補
助
制
度
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
が

実
施
主
体
と
な
っ
て
就
農
施

設
を
建
設
し
、
本
市
か
ら
２

分
の
１
の
費
用
を
補
助
金
と

し
て
交
付
す
る
。
Ｊ
Ａ
は
ア

パ
ー
ト
方
式
に
よ
り
全
農
ひ

ろ
し
ま
と
Ｊ
Ａ
が
出
資
し
た

全
体
の
２
分
の
１
の
費
用
を

就
農
者
か
ら
回
収
す
る
仕
組

み
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農

業
経
営
に
係
る
費
用
負
担
を

減
じ
、
農
業
所
得
の
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
。

経
済
建
設
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会

新
規
就
農
の
促
進
に
向

け
た
支
援
体
制
の
強
化

ご
み
の
減
量
化
の
推
進

全農ひろしまの高坂研修用ハウス

資源化できる紙類が混入されている「もやすごみ」
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